
































は飛躍的に伸びました。平成 21（2009）年 10月には、ワシントン 3大学以
外の大学を派遣先とする新たな AUAPとして、5か月間のホームステイを前




















国際関係学部の 5名の学生から成るファイブ・ピイシーズ（5 pieces ）とい
う団体が、当該事業の「グローバル人材育成フォーラム」で行われた「学生
英語プレゼンテーション大会」の 14大学からなる予選大会を通過した 8大
学による決勝大会にて、東京工業大学に次ぐ第 2位に入賞する栄誉を勝ち得
ることとなり、亜細亜大学国際関係学部の名前を一挙に全国に知らしめるこ
ととなりました。全国大会当日、私も会場に出かけ 5人のグループ発表を拝
見いたしました。成績発表にて 2位だと聞いたとき、思わず涙が出てきたこ
とを思い出します。感激の一瞬でした。改めて祝福と御礼を申し上げます。
令和元（2019）年度よりスタートした「亜細亜大学語学大賞」に対しても、
その受賞者の大半を国際関係学部生が占めています。
　令和元（2019）年度より、国際関係学部が中心となり、亜細亜大学アジア
ンスタディ－ズプログラム（AUASP）がスタートいたしました。マレーシ
アのクアラルンプール郊外にある UCSI大学を本拠地としての実施です。留
学中は、英語を学びつつ、豊富なフィールドワークを通してマレーシアのみ
ならずアジア全体を学ぶ留学制度であり、将来アジアを中心に活躍できる人
材の育成を目的としています。
　本年令和 2年は国際関係学部開設 30周年の記念すべき年ではありますが、
新型コロナウイルス蔓延のため、同学部の最大の強みであり特色である海外
留学派遣と留学生の受入はすべて中止という事態にあります。そうした中で
も、令和 2年度の後期からは AUAPオンライン留学をスタートさせており
ますが、国際関係学部はその主役となり、依然として本学を大きく牽引して
いる学部であることには間違いはありません。
　国際関係学部は、今後も亜細亜大学を代表する学部であり、リードしてい
く学部であり続けることと信じております。30周年を一つの区切りとして、
さらに一層発展されますことを心から祈念いたしております。
